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昭和58年 5月 工学博士（東京大学）
受　　賞
平成19年 5月 19年度日本コンクリート工学協会功労賞
学会等における活動
コンクリート工学協会日米 FEMセミナー幹事 （昭和59年～昭和60年） 
コンクリート工学協会鉄筋コンクリ－ト構造の有限要素解析と  
 設計法研究委員会幹事（昭和61年～平成 1年） 
建築学会ノースリッジ地震災害調査報告書編集小委員会主査（平成 6年～平成 7年）    
建築学会構造物系の非線形・不確定モデリング小委員会幹事（平成 6年～平成 8年）    
建築学会鉄筋コンクリート構造運営委員会委員（平成 6年～平成10年）
建築学会終局強度型設計法小委員会委員（平成 6年～平成 8年）
建築学会終局強度型設計法小委員会適用範囲WG委員（平成 6年～平成 8年）
建築学会応用力学運営委員会過大入力を受ける  
 建築構造物の動的崩壊過程の解明WG委員（平成 7年～平成10年）
建築学会東北支部構造部会委員（平成 8年～平成16年）
建築学会東北支部常議員（平成 8年～平成 9年）　
建築学会鉄筋コンクリート計算規準改訂小委員会幹事（平成 9年～平成11年）
日本コンクリート工学協会賞選考委員会委員（平成11年～平成13年）
建築学会論文集委員会委員（平成12年～14年）
建築学会 C系構造の設計体系と基本問題検討小委員会委員（平成13年～平成15年）
建築学会評議員（平成11年～平成14年）
日本コンクリート工学協会コンクリート技士  
 主任技士試験統括管理者（平成14年～平成15年）
建築学会東北支部構造部会長（平成15年～平成17年）
日本コンクリート工学協会東北支部幹事（平成15年～平成16年）
建築学会 RC構造計算規準（原子力発電建屋）作成小委員会委員（平成15年～平成16年）
日本地震工学会性能規定型耐震設計法に関する研究委員会委員（平成15年～17年）
日本コンクリート工学協会コンクリート診断士試験統括管理者（平成16年～平成17年）
日本コンクリート工学協会コンクリート工学論文集編集委員会委員（平成16年～平成18年）
日本コンクリート工学協会高強度コンクリート構造物の構造性能研究委員会」
 副委員長（平成16年～平成18年）
建築学会原子力建築小委員会委員（平成17年～平成21年）
日本コンクリート工学協会東北支部長（平成17年～平成19年）
日本コンクリート工学協会「ピロティ式構造物及びラーメン高架橋の耐震性能と  
 耐震対策研究委員会」WG2主査（平成19年～平成20年）
日本コンクリート工学協会理事（平成19年～平成21年）
日本建築学会仙台大会実行委員長（平成20年～平成21年）
日本地震工学会監事（平成21年～平成23年）
日本建築学会東北支部長（平成21年～平成22年）
日本建築学会理事（平成21年～平成22年）
第31回東北建築賞業績賞選考委員会委員（平成22年～平成24年）
社会における活動 
財団法人原子力発電技術機構耐震コード改良試験実施委員会  
 「弾塑性試験分科会」委員（昭和62年～平成 5年） 
日本建築センター免震構造評定委員会委員（平成 7年～平成13年）    
建設省技術開発プロジェクト「新建築構造体系の開発」  
 性能評価分科会・性能評価 RC-WG委員（平成 7年～平成10年）
建築研究振興協会「東北耐震診断改修委員会」委員（平成 8年～） 
宮城県建築住宅センタ 「ー建築物の耐震診断評価委員会」委員（平成 8年～）      
岩手県建築物耐震診断・耐震改修判定委員会委員（平成 9年～ ）     
日本建築センタ （ー日米共同研究）高知能建築構造システムの開発 /システム部会委員  
 （平成10年～15年）　
日本建築センタ （ー仮称）新川崎（鹿島田駅東部地区）  
 都市型住宅開発事業特別評定委員会委員（平成11年～平成12年）
日本建築センター免震構造評価委員会副委員長（平成13年～平成17年 ）   
MOX燃料加工施設に係る安全性チェック・検討のための  
 専門家委嘱（平成13年～平成15年）
東北地方整備局工事成績評定審査委員会委員（平成14年～）
建築住宅性能基準運用協議会技術委員会構造分科会免震WG委員（平成15年～平成16年）
官庁施設耐震改修検討委員会委員長（仙台第 3合同庁舎耐震改修）（平成16年）
岩手県建築物耐震診断・耐震改修判定委員副委員長（平成19年～）   
日本建築センター免震構造審査委員会委員長（平成18年～平成22年）　
指定構造計算適合性判定機関専門委員（平成19年～）
科学研究費委員会専門委員第一段審査委員（平成20年～平成21年）
日本免震構造協会「 4号建築物用免震材料の技術基準の検討等」  
 委員会委員（平成20年～平成21年）
日本免震構造協会「免震建築物の基準の整備に資する検討」  
 委員会委員（平成21年～平成22年）
日本建築センター超高層・免震建築物構造審査委員会副委員長（平成22年～）
日本免震構造協会評議員（平成22年～）　
建築研究振興協会「東北地方太平洋沖地震による原子力発電所本館建屋の  
 振動性状に関する検討会」委員長（平成23年～）
建築研究振興協会「女川原子力発電所本館建屋の地震後点検・補修工事の妥当性  
 評価委員会」委員長（平成23年～）
1業 績 目 録
Ⅰ．著書
 1. 鉄筋コンクリート造建物の終局強度型耐震設計指針・同解説  
分担，1990年11月，日本建築学会
 2. 鉄筋コンクリート造建物の靭性保証型耐震設計指針（案）・同解説  
分担，1997年7月，日本建築学会
 3. 鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説－許容応力度設計法，1999年11月， 
分担，日本建築学会
 4. 鉄筋コンクリート造建築物の性能評価ガイドライン  
分担，2000年 8月，技報堂出版
 5. ヴィジュアル版建築入門第 III巻建築の構造，分担，2002年 7月，彰国社
 6. 耐震構造の設計－学びやすい構造設計－，分担，2003年 7月，日本建築学会
関東支部
 7. 原子力施設鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説  
分担，2005年12月，日本建築学会　　
 8. 性規定型耐震設計　現状と課題，分担，2006年 6月，日本地震工学会，鹿島
出版会
 9. 原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説  
分担，2008年 7月，日本建築学会
Ⅱ．主たる研究論文
 1. 高層ビルにおけるエレベータの耐震解析  
武藤清，菅野忠，上野弘道，井上範夫，日本建築学会論文報告集 第228号，
1975年 2月，31-37
 2. 有限要素法による鉄筋コンクリ－ト部材の 3次元弾塑性解析（その 1解析
法と数値解析例）  
武藤清，菅野忠，宮下丘，井上範夫，日本建築学会論文報告集 第249号，
1976年11月，25-34
2 3. 高層鉄筋コンクリート建物の耐震設計法－サンシティG棟の場合－  
武藤清，菅野忠，山本光政，津川恒久，別所佐登志，大川潤，井上範夫，第
5回日本地震工学シンポジウム講演集，1978年，849-856　　
 4. STUDY ON ASEISMIC CAPACITY OF A HiRC (HIGHRISE REINFORCED 
CONCRETE) BUILDING REFERENCED TO NEWLY PROPOSED CODES IN 
JAPAN AND U.S.A  
Kiyoshi Muto, Tadashi Sugano and Norio Inoue, 2nd US National Conference on 
Earthquake Engineering, (1979), 959-968
 5. 3 -DIMENSIONAL STUDY OF NONLINEAR BEHAVIOR OF REINFORCED 
CONCRETE COLUMN UNDER REPEATED LATERAL FORCES   
Tadashi Sugano, Takashi Miyashita and Norio Inoue, 7 WCEE,(1980), 497-504
 6. 3 -Dimensional Nonlinear Analysis of Reinforced Concrete Columns   
Kiyoshi Muto, Tadashi Sugano, Takashi Miyashita and Norio Inoue, IABSE 
Colloquium Delft 34, (1981), 381-396    
 7. 有限要素法による鉄筋コンクリート構造のせん断解析手法  
野口博，井上範夫，RC構造のせん断問題に対する解析的研究に関するコロ
キウム論文集，日本コンクリート工学協会，1982年 6月，77-98
 8. 繰返し曲げせん断力を受ける RC柱の 3次元弾塑性解析  
菅野忠，井上範夫，小鹿紀英，広中良和，速水由紀夫，第 2回 RC構造のせん
断問題に対する解析的研究に関するコロキウム論文集，日本コンクリート工
学協会，1983年10月，87-96
 9. せん断力を受ける鉄筋コンクリ－ト柱の三次元弾塑性解析（単調載荷解析の
場合）  
井上範夫，第 2回 RC構造のせん断問題に対する解析的研究に関するコロキ
ウム論文集，日本コンクリート工学協会，1983年10月，115-122　　
 10. 帯筋を持つコンクリート角柱の軸圧縮実験と 3次元 FEM解析－有限要素法
による鉄筋コンクリート部材の 3次元弾塑性解析－  
井上範夫，日本建築学会論文報告集 第336号，1984年2月，1-10　　
 11. 繰返し曲げせん断力を受ける鉄筋コンクリート柱の 3次元 FEM解析－有限
要素法による鉄筋コンクリート部材の 3次元弾塑性解析－  
井上範夫，日本建築学会論文報告集 341，1984年 7月， 1 -10　　
3 12. 最近の有限要素解析モデルの概観  
井上範夫，野口博，RC構造の有限要素解析に関するコロキウム論文集，日
本コンクリート工学協会，1984年12月， 1 -10　 
 13. 面内力を受ける鉄筋コンクリート平板の非線形有限要素解析  
井上範夫，小鹿紀英，鈴木紀雄，速水由紀夫，第 6回コンクリート工学年次
講演会論文集，1984年，733-736　　
 14. Nonlinear Analysis of Reinforced Concrete Panel Subjected to In-Plane Shear by 
the Finite Element Method  
N. Inoue, N. Koshika, N. Suzui and Y. Hayami, Transactions of the Japan Concrete 
Institute Vol.6, (1984), 485-492  
 15. 二軸曲げせん断力を受ける鉄筋コンクリート柱の 3次元弾塑性 FEM解析－
有限要素法による鉄筋コンクリート部材の 3次元弾塑性解析－  
井上範夫，日本建築学会構造系論文報告集 第350号，1985年 4月，67-76
 16. FINITE ELEMENT ANALYSIS OF REINFORCED CONCRETE IN JAPAN 
Norio Inoue and Hiroshi Noguchi, Finite Element Analysis of Reinforced 
Concrete Structures, Proceedings of Seminar, Sponsored by Japan Society for 
Promotion of Science/U.S., National Science Foundation，ASCE, (1985.5), 25-47
 17. コリンズ理論に基づく RC弾塑性解析法  
井上範夫，小鹿紀英，鈴木紀雄，速水由紀夫，第 7回コンクリート工学年次
講演会論文集，1985年，405-408　　
 18. 鉄筋コンクリート耐震壁の弾塑性パラメータ解析  
菅野忠，井上範夫，小鹿紀英，鈴木紀雄，第 7回コンクリート工学年次講演
会論文集，1985年，409-412
 19. ANALYSIS OF SHEAR WALL BASED ON COLLINS PANEL TEST  
Norio Inoue, Norihide Koshika and Norio Suzuki, Finite Element Analysis of 
Reinforced Concrete Structures, Proceedings of Seminar, Sponsored by Japan 
Society for Promotion of Science/U.S., National Science Foundation，ASCE, 
(1985.5)，288-299
 20. コリンズ理論に基づく立体 RC耐震壁の弾塑性解析  
井上範夫，小鹿紀英，鈴木紀雄，速水由紀夫，第 8回コンクリート工学年次
講演会論文集 ，1986年，689-692
4 21. 壁式立体構造物の振動モデル化に関する研究  
田中宏，成川匡文，井上範夫，鈴木紀雄，上田真稔，白井哲男，第 7回日本
地震工学シンポジウム，1986年，1435-1440　　
 22. 鉄筋コンクリート壁の耐震機構に関する研究  
井上範夫，小鹿紀英，鈴木紀雄，コンクリート工学年次論文報告集 Vol. 9  
No. 2，1987年，403-408
 23. Reinforced concrete membrane elements subjected to reversed cyclic in-plane 
shear stress   
Nobutsugu Ohmori, Haruji Tsubota, Norio Inoue, Kazuo Kurihara and 
Shigeru Watanabe, Trnsactions of the 9th International Conference on Structural 
Mechanics in Reactor Technology, Division H, (1987.8), 513-524
 24. Analysis of Reinforced Concrete Members Subjected to Cyclic Loads   
Norio Inoue, IABSE Colloquium Delft 54, (1987), 487-502
 25. FEMによる RC耐震壁のマクロモデル検証の試み  
井上範夫，白石一郎，野口博，RC耐震壁のマクロモデルと FEMミクロモ
デルに関するパネルディシカッション論文集，日本コンクリート工学協会，
1988年 1月，67-80
 26. 柱型を考慮した RC耐震壁の終局強度モデル  
井上範夫，鈴木紀雄，小鹿紀英，丸田誠，コンクリート工学年次論文報告集 
Vol.10 No. 3，1988年，373-378 
 27. VERIFICATION OF MACROSCOPIC MODELS FOR RC WALLS BY FEM  
Norio Inoue, Ichiro Shiraishi and Hiroshi Noguchi, Structural Design, Analysis 
and Testing Proceedings, Structures Congress '89, ASCE, (1989.5), 291-300 
 28. 線材モデルによる RC耐震壁の荷重－変形関係解析  
鈴木紀雄，井上範夫，コンクリート工学年次論文報告集 Vol.11 No. 2，1989
年，555-560
 29. 繰返し面内せん断力を受ける鉄筋コンクリート平板の弾塑性挙動に関する実
験研究  
大森信次，高橋敏夫，坪田張二，井上範夫，栗原和夫，渡辺茂雄，日本建築
学会構造系論文報告集 第403号，1989年 9月，105-118　
 30. マクロモデルによる RC連層耐震壁の最大耐力算定法の検討  
鈴木紀雄，井上範夫，JCIコロキウム「RC構造のせん断設計法に関する解
析的研究」論文集，1989年10月，157-164
5 31. RC耐震壁の荷重－変形関係を求める線形モデル  
井上範夫，鈴木紀雄，JCIコロキウム「RC構造のせん断設計法に関する解
析的研究」論文集，1989年10月，179-186
 32. 繰返し面内せん断力を受ける鉄筋コンクリート平板の弾塑性解析モデルに関
する研究  
栗原和夫，大森信次，高橋敏夫，坪田張二，井上範夫，渡辺茂雄，日本建築
学会構造系論文報告集 No.410，1990年 4月，93-105　　　
 33. Model Tests on Dynamic Performance of RC Shear Walls (Dynamic Behavior and 
Functional Integrity Tests on RC Shear Walls  
Toshio Nagashima, Akenori Shibata, Norio Inoue and Kazuo Muroi, Trnsactions 
of the 11th International Conference on Structural Mechanics in Reactor 
Technology,  Division H, (1991), 259-264
 34. MICROSCOPIC AND MACROSCOPIC ANALYSES OF REINFORCED 
CONCRETE FRAMED SHEAR WALLS   
Norio Inoue and Norio Suzuki, International Workshop on Concrete Shear in 
Earthquake at the University of Houston, Elsevier Applied Science, (1991)，333-
342 
 35. Simulation analyses on the shaking table test of scaled BWR model   
Hideki Morishita, Noriyoshi Nakamura, Katsuya Igarashi, Norio Inoue and Norio 
Suzuk, Proceedings of 10th World Conference on Earthquake Engineering 5 , 
(1992)，2807-2810
 36. ファイバーモデルによる RC短柱と十字型部分骨組の解析  
鈴木紀雄，井上範夫 ，森川博司，コンクリート工学年次論文報告集 Vol.15 
No.2，1993年，577-582
 37. 強震時のエネルギー吸収に基づく構造物の損傷パラメータ  
堀則男，井上範夫，柴田明徳，構造工学論文集 Vol.40B，1994年 3月，205-
212　
 38. 鉄筋コンクリート耐震壁フレーム構造の非線形有限要素解析  
松浦正一，斉藤大樹，井上範夫，柴田明徳，コンクリート工学年次論文報告
集 Vol.16 No. 2，1994年，81-86　
 39. 梁降伏型立体 RC造骨組の地震時における柱応力増幅率  
渡辺浩平，傳金華，井上範夫 ，柴田明徳，コンクリート工学年次論文報告
集 Vol.16 No. 2，1994年，1277-1282
6 40. ピロティ式 RC造建物の地震時立体弾塑性挙動  
傳金華，柴田明徳，井上範夫，斉藤大樹，コンクリート工学年次論文報告集 
Vol.16 No. 2，1994年，1301-1306　   
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集 C分冊，1989年 9月，895-896
 44. 繰返し面内せん断力を受ける RC平板の弾塑性挙動に関する実験研究　（そ
の 3　解析方法および解析結果）  
栗原和夫，渡辺茂雄，高橋敏夫，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 C分冊，1989年 9月，897-898
 45. 原子炉建屋耐震壁の動的性能に関する試験（その 9　減衰性能試験のうち動
的試験と静的強制変位試験の比較）  
丸田誠，柴田明徳，久保哲夫，井上範夫，中村誠，日本建築学会大会学術講
演梗概集 B分冊，1990年 9月，1375-1376
 46. 原子炉建屋耐震壁の動的性能に関する試験（その10　減衰性能の検討）  
井上範夫，柴田明徳，久保哲夫，長嶋俊雄，秋野金次，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B分冊，1990年 9月，1377-1378
 47. BWR型原子炉建屋全体模型振動台実験結果の塑性領域までのシミュレー
ション解析（その 1　解析モデルの妥当性の検討）  
中村紀吉，井上範夫，森下日出喜，五十嵐克哉，鈴木紀雄，日本建築学会大
会学術講演梗概集 B分冊，1991年 8月，803-804
 48. BWR型原子炉建屋全体模型振動台実験結果の塑性領域までのシミュレー
ション解析（その 2　設計用モデルによる検討）  
森下日出喜，井上範夫，中村紀吉，五十嵐克哉，鈴木紀雄，日本建築学会大
会学術講演梗概集 B分冊，1991年 8月，805-806
 49. BWR型原子炉建屋全体模型振動台実験結果の塑性領域までのシミュレー
ション解析（その 3　履歴を持つ復元力特性モデルによる検討）  
井上範夫，森下日出喜，中村紀吉，五十嵐克哉，鈴木紀雄，丸田誠，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B分冊，1991年 8月，807-808
 50. 高強度材料を用いた高層柱の軸耐力実験  
丸田誠，別所佐登志，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )
分冊，1992年 8月，549-550
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 51. ファイバーモデルによる RC骨組の弾塑性解析（その 3　RC短柱の解析）  
鈴木紀雄，井上範夫，宮下丘，日本建築学会大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )
分冊，1992年 8月，595-596
 52. 高強度材料を用いた RC柱のせん断性状に関する研究（その 1　実験概要と
結果）  
瀬尾正幸，野口博，井上範夫，北山和弘，丸田誠，二村有則，日本建築学会
大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )分冊，1992年 8月，627-628
 53. 高強度材料を用いた RC柱のせん断性状に関する研究（その 2　実験結果の
検討）  
二村有則，瀬尾正幸，野口博，井上範夫，北山和弘，丸田誠，日本建築学会
大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )分冊，1992年 8月，629-630
 54. 高強度材料を用いた RC柱のせん断性状に関する研究（その 3：実験概要と
結果）  
野口博，別所佐登志，井上範夫，瀬尾正幸，丸田誠，二村有則，日本建築学
会大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )分冊，1993年 7月，709-710
 55. 高強度材料を用いた RC柱のせん断性状に関する研究（その 4：実験結果の
検討）  
瀬尾正幸，野口博，別所佐登志，井上範夫，丸田誠，二村有則，日本建築学
会大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )分冊，1993年 7月，711-712
 56. ファイバーモデルによる RC骨組の弾塑性解析（その 4：十字型骨組の解
析）鈴木紀雄，井上範夫 ，森川博司，日本建築学会大会学術講演梗概集 構
造 ( 2 )分冊，1993年 7月，867-868　
 57. Three-Dimensional Analysis of Columns  
Norio Inoue, Earthquake Resistance of Reinforced Concrete Structures,  A 
Volume Honoring Hiroyuki Aoyama, November 25, (1993), 241-252 
 58. 強震時のエネルギー応答に基づく鉄筋コンクリート構造物の損傷性状  
河本慎一郎，堀則男，井上範夫，柴田明徳，東北大学建築学報 第33号，
1994年 3月，63-70
 59. 鉄筋コンクリート造建物の強震時応答性状と累積損傷を考慮した所要耐力  
堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集 構造 ( 1 )
分冊，1994年 9月，735-736
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 60. 2方向地震動を受ける立体 RC造骨組の弾塑性応答性状の検討  
渡辺浩平，井上範夫，渋谷純一，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概
集 構造 ( 2 )分冊，1994年 9月，167-168
 61. 剛性偏心を有する RC造壁フレーム立体弾塑性挙動  
傳金華，柴田明徳，井上範夫，斉藤大樹，日本建築学会大会学術講演梗概集 
構造 ( 2 )分冊，1994年 9月，183-184
 62. 耐震壁フレーム構造の非線形有限要素解析：袖壁を有する RC骨組の検討  
松浦正一，斉藤大樹，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概
集 構造 ( 2 )分冊，1994年 9月，241-242
 63. Proposed Stress-Strain Material Modelling for RC Section Analysis  
O.C. Cuadra, A. Shibata, J. Ogawa, J. Shibuya and N. Inoue，日本建築学会東北
支部研究報告集 第58号，1995年 6月，387-390
 64. 繰り返し荷重を受ける H型耐震壁の非線形有限要素解析  
楊克倹，井上範夫，柴田明徳，斉藤大樹，日本建築学会東北支部研究報告集 
第58号，1995年 6月，391-394
 65. 鉄筋コンクリート造骨組の地震時エネルギー応答性状の検討  
河本慎一郎，堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概
集 構造 ( 2 )分冊，1995年 8月，517-518
 66. 鉄筋コンクリート造建物の模擬地震動に対するエネルギー応答性状  
堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集 構造 ( 2 )
分冊，1995年 8月，521-522
 67. 耐震壁を有する鉄筋コンクリート実在建物の非線形有限要素解析  
寺本尚史，斉藤大樹，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概
集 構造 ( 4 )分冊，1995年 8月，207-208
 68. RC柱の弾塑性解析に用いる応力－ひずみ関係モデル  
クアドラカルロス，柴田明徳，小川淳二，渋谷純一，井上範夫，寺本尚史，
斉藤大樹，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集 構造 ( 4 )
分冊，1995年 8月，309-310
 69. 兵庫県南部地震の強震観測記録に基づくエネルギー応答と破壊力特性の検討 
中村孝也，堀則男，井上範夫，柴田明徳，東北大学建築学報　第35号，1996
年 3月，137-149
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 70. 加振実験による東北大学建設系建物の振動性状評価  
藤橋一紀，寺本尚史，井上範夫，斉藤大樹，東北大学建築学報 第35号，
1996年 3月
 71. 梁降伏型 RC造骨組の縮約 1自由度系置換による耐震性能評価  
河本慎一郎，堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会東北支部研究報告
会 第59号，1996年 6月，445-448
 72. 観測地震動による構造物のエネルギー応答性状  
堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
1996年 9月，601-602
 73. 非線形有限要素法による鉄骨鉄筋コンクリート造建物の強震時被害の検討  
寺本尚史，井上範夫，斉藤大樹，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概 
C- 1分冊，1996年 9月，873-874
 74. プレストレストコンクリート造建物の弾塑性挙動  
傳金華，井上範夫，柴田明徳，林三男，市澤勇彦，高橋一佳芳，日本建築学
会大会学術講演梗概 C- 2分冊，1996年 9月，925-926
 75. 直下型地震のエネルギー的な破壊力特性に関する一考察  
井上範夫，堀則男，第 1回都市直下地震災害総合シンポジウム論文集，文部
省科学研究費補助金重点領域「都市直下地震」総括班，1996年11月，107-
110
 76. 地震動のエネルギー入力性状と構造物の応答  
井上範夫，堀則男，過大入力を受ける建築構造物の動的崩壊過程の解明シン
ポジウム資料，日本建築学会構造委員会応用力学運用委員会，1996年12月，
149-154
 77. 瞬間的なエネルギー応答に基づいた地震動の破壊力特性  
堀則男，井上範夫，中村孝也，第 2回都市直下地震災害総合シンポジウム論
文集，文部省科学研究費補助金重点領域「都市直下地震」総括班，1997年11
月，163-166　
 78. Nonlinear Analysis of Reinforced Concrete Column under Varying Axial Force  
J.H GU and N.Inoue，日本建築学会東北支部研究報告集 第60号，1997年 6月，
455-458 
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 79. A Fiber Model Formulation for Dynamic Analysis of RC Columns Subjected to 
Two Directional Earthquakes   
C.Cuadra，N.Inoue and A.Shibata，日本建築学会東北支部研究報告集 第60号，
1997年 6月，469-472
 80. 二方向地震力による RC柱の擬似動的実験  
奥山淳之，クアドラ カルロス，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支
部研究報告集 第60号，1997年 6月，473-476
 81. 1994年三陸はるか沖地震で被災した RC造建物の固有振動性状と地震応答解
析  
山添正稔，斉藤大樹，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会東北支部研究報告
集 第60号，1997年 6月，477-480 
 82. 鉄筋コンクリート造建物における地震動入力エネルギーと応答最大塑性率と
の関係  
中村孝也，堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集
B- 2分冊，1997年 9月，461-462
 83. 地震を経験した鉄骨鉄筋コンクリート造建物の強震時被害予測  
藤橋一紀，寺本尚史，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概
集 C- 1分冊，1997年 9月，1099-1100 
 84. 二方向水平載荷による鉄筋コンクリート柱のオンライン応答実験  
奥山敦之，Carlos Cuadra，井上範夫，小川淳二，日本建築学会大会学術講演
梗概集 C- 2分冊，1997年 9月，111-112
 85. A Dynamic Analysis of RC Columns Subjected to Biaxial Input Motions  
Carlos Cuadra，Norio Inoue and Akenori Shibata，日本建築学会大会学術講演
梗概集 C- 2分冊，1997年 9月，113-114
 86. 入力地震動の破壊特性の評価と建物の履歴性状について  
井上範夫，日本建築学会大会 (関東 )災害部門研究協議会資料，地震動の非
線形解析，1997年 9月，19-22
 87. 瞬間的なエネルギー応答に基づいた地震動の破壊力特性  
堀則男，井上範夫，中村孝也，第 2回都市直下地震災害総合シンポジウム論
文集，1997年11月，163-166 
28
 88. 瞬間入力エネルギーによる地震動の破壊特性評価と応答変形の推定  
井上範夫，日本建築学会・兵庫県南部地震特別研究委員会公開シンポジウ
ム，兵庫県南部地震強震記録と設計用地震動との関係，1997年12月，123-
128
 89. 異なる特性を持つ地震動を受ける鉄筋コンクリート柱の振動台実験  
ウンリュウハン・ヒサ，菅野秀人，堀則男，井上範夫，小川淳二，東北地域
災害科学研究 第34巻，1998年 3月，145-154
 90. 東北大学建設系建物の振動特性の検討と耐震性評価  
藤橋一紀，寺本尚史，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 
第61号，1998年 6月，425-428
 91. 擬似速度応答スペクトルを用いた瞬間入力エネルギーの推定方法  
岩崎智哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第61号，
1998年 6月，457-460
 92. 免震建物の地震時立体挙動に関する研究  
久次米薫，堀則男，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会東北支部研究報告集 
第61号，1998年 6月，461-464
 93. 振動台加振による鉄筋コンクリート柱の動的破壊実験  
菅野秀人，Wenliuhan・Heisha，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学
会東北支部研究報告集 第61号，1998年 6月，475-478
 94. 非線形有限要素法を用いたせん断破壊型 RC造耐震壁の動的解析  
福島寛二，寺本尚史，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第61号，
1998年 6月，511-514 
 95. 瞬間入力エネルギーによる構造物の地震時応答変形の推定　その 1　擬似速
度応答スペクトルを用いた瞬間入力エネルギーの推定  
岩崎智哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
1998年 9月，483-484
 96. 瞬間入力エネルギーによる構造物の地震時応答変形の推定　その 2　鉄筋
コンクリート構造物の応答最大変形の推定  
中村孝也，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
1998年 9月，485-486 
 97. 水平，上下 2方向地震入力を受ける RC耐震壁骨組の弾塑性地震応答解析  
顧建華，井上範夫，柴田明徳，日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，
1998年 9月，15-16
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 98. 振動台加振による鉄筋コンクリート柱の動的破壊実験  
菅野秀人，Wenliuhan・Heisha，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学
会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，1998年 9月，441-442
 99. 非線形有限要素法を用いた RC造耐震壁の動的解析  
福島寛二，寺本尚史，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分
冊，1998年 9月，851-852
 100. 観測地震動のエネルギー的な破壊力特性  
堀則男，本間史法，井上範夫，第17回日本自然災害学会学術講演会講演梗概
集，1998年10月，49-50 
 101. 振動台加振による鉄筋コンクリート造骨組の動的破壊実験  
菅野秀人，小川淳二，井上範夫，堀則男，第17回日本自然災害学会学術講演
会講演梗概集，1998年10月，57-58
 102. 破壊力特性の異なる入力地震動を受ける鉄筋コンクリート構造物の応答性状 
堀則男，Cuadra Carlos，井上範夫，小川淳二，東北地域災害科学研究 第35巻，
1999年 3月，69-74
 103. 瞬間入力エネルギーによる地震動破壊力特性の評価  
本間史法，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支部研究報告集 
第62号，1999年 6月，467-470 
 104. 継続時間の異なる地震動入力による鉄筋コンクリート造柱の振動台実験  
白井和貴，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支部研究報告集 
第62号，1999年 6月，489-492 
 105. Substructure pseudodynamic test of reinforced concrete column under varying 
axial load   
C.Cuadra，N.Inoue，J.Kobayashi，J.Ogawa，日本建築学会東北支部研究報告
集 第62号，1999年 6月，497-500
 106. 擬似動的加力実験による鉄筋コンクリート造柱の地震時応答性状の検討　 
その 1　実験概要及び結果  
伊藤真由子，堀則男，Cuadra Carlos，井上範夫，日本建築学会大会学術講演
梗概集 B- 2分冊，1999年 9月，1091-1092
 107. 擬似動的加力実験による鉄筋コンクリート造柱の地震時応答性状の検討 　
その 2　実験結果と仮定モデルを用いた算定値の比較  
本間史法，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
1999年 9月，1093-1094
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 108. 入力地震動をパラメータとした鉄筋コンクリート柱の振動台実験  
白井和貴，Wenliuhan・Heisha，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学
会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，1999年 9月，1105-1106
 109. 1自由度質点系による鉄筋コンクリート構造物の地震時応答変形推定手法　
その 1　等価線形化法による応答推定  
井上範夫，堀則男，岩崎智哉，日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，
1999年 9月，689-690
 110. 1自由度質点系による鉄筋コンクリート構造物の地震時応答変形推定手法　
その 2　瞬間的なエネルギーのつり合いに着目した応答推定  
堀則男，井上範夫，岩崎智哉，日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，
1999年 9月，691-692
 111. Substructure pseudodynamic test of reinforced concrete column under varying 
axial load   
CUADRA Carlos，INOUE Norio，KOBAYASHI Jun and OGAWA Junji，日本建
築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，1999年 9月，783-784
 112. 継続時間の異なる入力地震動を受ける鉄筋コンクリート造柱の擬似動的加力
実験  
堀則男，本間史法，井上範夫，第 4回都市直下地震災害総合シンポジウム論
文集，1999年10月，215-218
 113. 鉄筋コンクリート柱の擬似動的実験による地震動の破壊力特性の評価  
木曽英樹，井上範夫，堀則男，白井和貴，東北地域災害科学研究 第36巻，
2000年 3月，63-68
 114. 擬似動的載荷実験に基づく鉄筋コンクリート構造物の等価線形解析  
白井和貴，木曽英樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集
第63号　構造系，2000年 6月，129-132
 115. エネルギー吸収機構による制震効果の定量的検討  
笠原英典，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集  
第63号　構造系，2000年 6月，145-148 
 116. 鉄筋コンクリート構造物の擬似動的加力実験結果に対する非線形応答推定　
その 1　実験概要及び実験結果  
木曽英樹，白井和貴，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2000年 9月，467-468
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 117. 鉄筋コンクリート構造物の擬似動的加力実験結果に対する非線形応答推定　
その 2　変位応答スペクトルを用いた等価線形解析  
白井和貴，木曽英樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2000年 9月，469-470
 118. 鉄筋コンクリート構造物の擬似動的加力実験結果に対する非線形応答推定　
その 3　瞬間的なエネルギー入力に基づいた検討  
井上範夫，木曽英樹，白井和貴，堀則男，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2000年 9月，471-472
 119. 瞬間的なエネルギー応答性状に基づいた免震構造の地震時最大応答変形推定 
堀則男，井上範夫，平出行秀，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2000年 9月，539-540
 120. 擬似動的加力実験による鉄筋コンクリート構造物の地震時履歴応答性状の検
討”，  
井上範夫，東北地域災害科学研究 第37巻，2001年 3月，191-196
 121. 鉄筋コンクリート構造物の振動台加振実験結果に対する最大応答変形の推定 
小島武史，木曽英樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集
第64号 構造系，2001年 6月，61-64
 122. 簡便な接合筋を施した複合組積造の耐力・変形性状  
西田哲也，寺本尚史，Dangol Purushotam，Cuadra Carlos，井上範夫，小林淳，
日本建築学会東北支部研究報告集　第64号 構造系，2001年 6月，117-120
 123. 1自由度質点系による構造物の地震時応答変形推定手法の比較  
井上範夫，堀則男，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2001年 9
月，483-484 
 124. 振動台加振実験に基づく鉄筋コンクリート構造物の地震時最大応答変形推定
法の検討　その 1　実験概要及び実験結果  
小島武史，木曽英樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2001年 9月，485-486 
 125. 振動台加振実験に基づく鉄筋コンクリート構造物の地震時最大応答変形推定
法の検討　その 2　最大応答変形の推定  
木曽英樹，小島武史，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2001年 9月，487-488
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 126. エネルギー吸収装置を用いた制震設計における装置の必要性能概算手法に関
する研究  
堀則男，笠原英典，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2001年 9月，509-510 
 127. 部材の損傷状態に基づく震災 RC造建築物の残余耐震性能評価　その 4　  
擬似動的実験  
村上公洋，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 C-2分冊，
2001年 9月，457-458
 128. 簡便な接合筋を施した複合組積造の耐力・変形性状　その 1　実験概要  
寺本尚史，西田哲也，Dangol Purushotam，Cuadra Carlos，井上範夫，小林淳，
日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，2001年 9月，999-1000
 129. 簡便な接合筋を施した複合組積造の耐力・変形性状　その 2　実験結果及び
考察  
西田哲也，寺本尚史，Dangol Purushotam，Cuadra Carlos，井上範夫，小林淳，
日本建築学会大会学術講演梗概集 C- 2分冊，2001年 9月，1001-1002 
 130. 複合組積造の耐震性に関する検討　その 1　構造実験  
西田哲也，寺本尚史，小林淳，井上範夫，第20回 日本自然災害学会学術講
演会講演概要集，2001年10月，31-32
 131. 複合組積造の耐震性に関する検討　その 2　剛体ばねモデルによるシミュ
レーション解析  
堀則男，Dangol Purushotam，井上範夫，西田哲也，第20回日本自然災害学
会学術講演会講演概要集，2001年10月，33-34
 132. 振動台実験に基づく鉄筋コンクリート構造物の最大応答推定法に関する研究 
井上範夫，第一回日本地震工学研究発表・討論会梗概集，2001年，201
 133. 複合組積造の耐震性に関する実験及び解析的検討  
堀則男，Dangol Purushotam，井上範夫，西田哲也，東北地域災害科学研究 
第38巻，2002年 3月，17-22  
 134. サブストラクチャー擬似動的実験による震災 RC造建築物の残存耐震性能の
評価  
康大彦，田中康介，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集
第65号 構造系，2002年 6月，95-98 
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 135. Experimental and Analytical Studies on Seismic Resisting Behaviors of 
Composite Block Masonry Wall Purushotam DANGOL，  
Norio HORI，Tetsuya NISHIDA，Norio INOUE   
日本建築学会東北支部研究報告集　第65号 構造系，2002年 6月，107-110 
 136. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性　その 1　試験体の概
要とダンパーの加振試験およびフレームの静的加力試験  
船木尚己，佐藤大樹，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部研究報告
集　第65号 構造系，2002年 6月，155-158 
 137. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性　その 2　正弦波加振
試験  
佐藤大樹，船木尚己，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部研究報告
集　第65号 構造系，2002年 6月，159-162 
 138. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性　その 3　振動台実験
による地震応答性状  
康在完，鈴木智子，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部研
究報告集　第65号 構造系，2002年 6月，163-166 
 139. 粘性ダンパーを有する免震構造物の地震時最大応答変形推定  
小島武史，白木望，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　
第65号 構造系，2002年 6月，173-176 
 140. 粘性ダンパーを有する免震構造物の地震時最大応答変形推定  
小島武史，堀 則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2002年 8月，449-450 
 141. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性 (その 1 ) 試験体概要
と静加力試験  
船木尚己，佐藤大樹，井上範夫，川股重也，李 晧，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2002年 8月，825-826 
 142. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性 (その 2 ) 正弦波加振
試験  
佐藤大樹，船木尚己，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2002年 8月，827-828 
 143. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性 (その 3 ) 地震波加振
試験の概要と実験結果  
鈴木智子，康在完，堀 則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2002年 8月，829-830
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 144. 変位制御機構を有する制振フレーム試験体の振動特性 (その 4 ) 地震応答性
状の検討  
康 在完，鈴木智子，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2002年 8月，831-832
 145. サブストラクチャー擬似動的実験による震災 RC造建築物の残存耐震性能の
評価 (その 1 ) 実験概要及び実験結果  
前田匡樹，康大彦，田中康介，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2002年 8月，213-214 
 146. サブストラクチャー擬似動的実験による震災 RC造建築物の残存耐震性能の
評価 (その 2 ) 残存耐震性能の評価  
康大彦，田中康介，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2002年 8月，215-216 
 147. 剛体ばねモデルによる複合組積造試験体のシミュレーション解析  
堀則男，DANGOL Purushotam，西田哲也，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 C- 2分冊，2002年 8月，1051-1052
 148. 粘性ダンパーを有する RC構造物の地震時エネルギー消費性状に関する検討 
堀則男，井上範夫，第21回 日本自然災害学会学術講演会講演概要集，2002
年 9月，59-60 
 149. Experimental and Analytical Studies on Seismic Behaviors of composite Block 
Masonry Wall   
Norio Inoue, Purushotam Dangol, Norio Hori, Jun Kobayashi, Tetsuya Nishida, 
Naofumi Teramoto, The second International Science Forum at Honjo Campus, 
Akita Prefectural University, (2002), 61-70
 150. 複合組積造の耐震性に関する実験及び解析的検討  
堀 則男，Dangol Purushotam，井上範夫，西田哲也，小林 淳，第11回日本地
震工学シンポジウム CD-ROM論文集，2002年11月，No.286 
 151. 粘弾性ダンパー試験体の振動性状の検討  
堀則男，井上範夫，東北地域災害科学研究 第39巻，2003年 3月，57-62 
 152. 硬化型復元力特性をもつエネルギー吸収デバイスを設置した RC造建物の地
震応答性状  
康在完，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部研究報告集　
第66号　構造系，2003年 6月，109-112 
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 153. 粘弾性ダンパーを有する鉄筋コンクリート造建物の地震時エネルギー消費性
状  
杉山友也，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第66号　
構造系，2003年 6月，113-116 
 154. 粘性ダンパー設置建物の地震時応答速度と応答周期  
堀 則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2003年 9
月，771-772 
 155. 粘弾性ダンパーを有する鉄筋コンクリート造建物の地震時エネルギー消費性
状  
杉山友也，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2003年 9月，805-806 
 156. 変位制御機構を有する制振フレームの地震応答特性  
川鍋佳史，康在完，堀則男，井上範夫，船木尚己，川股重也，日本建築学会
大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2003年 9月，815-816 
 157. 擬似動的実験による震災 RC造建築物の残存耐震性能の評価　その 1　実験
概要及び実験結果  
西川和明，康大彦，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2003年 9月，551-552 
 158. 擬似動的実験による震災 RC造建築物の残存耐震性能の評価　その 2　残存
耐震性能の評価  
康大彦，前田匡樹，西川和明，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2003年 9月，553-554 
 159. 硬化型復元力特性をもつエネルギー吸収デバイスを設置した RC造建物の地
震応答性状　その 1　解析用モデル  
康在完，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2003年 9月，889-890 
 160. 硬化型復元力特性をもつエネルギー吸収デバイスを設置した RC造建物の地
震応答性状　その 2　入力地震動および解析結果  
井上範夫，康在完，堀則男，川股重也，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2003年 9月，891-892 
 161. 粘性ダンパー設置建物の地震時応答速度と応答周期の検討  
堀則男，井上範夫，第22回日本自然災害学会学術講演会講演概要集，2003年
9月，23-24 
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 162. 限界耐力計算法における応答の評価  
井上範夫，日本地震工学会大会2003梗概集，2003年11月，特40-41 
 163. 2003年 7月26日宮城県北部の地震における RC造及び鉄骨造建築構造物の被
害  
前田匡樹，西田哲也，堀則男，井上範夫，日本地震工学会大会2003梗概集，
2003年11月，特126-127  
 164. 1自由度質点系による構造物の地震時応答変形推定手法の比較  
井上範夫，堀則男，日本地震工学会大会2003梗概集，2003年11月，88-89
 165. 2003年 7月26日宮城県北部の地震で被災した庁舎建物の耐震性に関する考
察  
堀則男，前田匡樹，井上範夫，東北地域災害科学研究 第40巻，2004年，95-
100
 166. 建築構造物の被害調査－ RC造を中心として  
井上範夫，前田匡樹，堀則男，2003年宮城県北部地震シンポジウム，2004年
1月，65-70
 167. 2003年 7月26日宮城県北部の地震で被災した庁舎建物の耐震性に関する考
察  
堀則男，前田匡樹，井上範夫，東北地域災害科学研究 第40巻，2004年 3月，
95-100 
 168. 粘弾性ダンパーを有する鉄筋コンクリート造建物の地震応答推定に関する研
究  
杉山友也，堀則男，井上範夫，日本地震工学会性能規定型耐震設計法に関す
る研究委員会第 1回性能規定型耐震設計に関する研究発表会講演論文集，
2004年 5月，61-66 
 169. 組積造住宅向け基礎免震システムの試み  
船木尚己，藤田智己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部
研究報告集 構造系 第67号，2004年 6月，105-112 
 170. 硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイスを用いた構造物の地震応
答性状  
佐藤朋成，山越里子，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 
第67号　構造系，2004年 6月，113-116 
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 171. 粘弾性ダンパーを有する鉄筋コンクリート造建物の地震応答推定に関する研
究  
杉山友也，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第67号 
構造系，2004年 6月，119-122 
 172. 粘弾性ダンパー設置建物の地震時応答速度と応答周期  
井上陽子，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第67号 
構造系，2004年 6月，127-130 
 173. 2003年7月26日宮城県北部の地震で被災した庁舎建物の耐震性に関する考察  
堀則男，前田匡樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第67号 
構造系，2004年 6月，135-138 
 174. 組積造建物の高度耐震研究―中国の耐震基準改定への戦略  
井上範夫，小林淳，堀則男，西田哲也，WU Ruifeng，CAI Xianhui，第34回
安全工学シンポジウム講演予稿集，2004年 7月，113-116
 175. 2003年 7月26日宮城県北部の地震で被災した庁舎建物の耐震性に関する考
察  
堀 則男，前田匡樹，井上範夫，日本コンクリート工学協会「近年の被害地
震におけるコンクリート構造物の耐震性能評価に関する研究委員会」報告
書・論文集，2004年 7月，383-388 
 176. 硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイスを用いた構造物の地震応
答性状　その 1　地震波加振実験  
山越里子，佐藤朋成，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集，
B- 2分冊，2004年 8月，43-44 
 177. 硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイスを用いた構造物の地震応
答性状　その 2　解析的検討  
佐藤朋成，山越里子，堀 則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2004年 8月，45-46
 178. 組積造住宅向け基礎免震システムの試み　その 1　基礎免震システムの概要 
船木尚己，藤田智己，堀 則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2004年 8月，431-432 
 179. 組積造住宅向け基礎免震システムの試み　その 2　振動台加振試験概要と試
験結果  
藤田智己，船木尚己，堀 則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2004年 8月，433-434 
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 180. 2003年7月26日宮城県北部の地震災害調査研究　被災した庁舎建物の耐震性
に関する考察  
井上範夫，堀則男，前田匡樹，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2004年 8月，1087-1088
 181. 硬化型復元力特性を持つエネルギー吸収デバイスを用いた多層 RC造建物の
耐震性  
康在完，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術講演梗概集 
C- 2分冊，2004年 8月，685-686 
 182. 2003年 7月26日宮城県北部の地震で被災した庁舎建物の地震時挙動の検討  
堀則男，前田匡樹，井上範夫，第23回日本自然災害学会学術講演会講演概要
集，2004年 9月，29-30 
 183. 粘性系制振建物の地震時応答速度の推定  
井上陽子，堀則男，井上範夫，第23回 日本自然災害学会学術講演会講演概
要集，2004年 9月，47-48
 184. 磁性粒子を混合したMRダンパーとエネルギー応答に着目したセミアク
ティブ制御に関する研究  
菅野秀人，加賀正，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支部研
究報告集 第68号 構造系，2005年 6月，171-174 
 185. エネルギー応答に基づいたセミアクティブ制御を行うMRダンパー設置建
物の地震応答性状  
井上陽子，堀 則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第68号
構造系，2005年 6月，175-178 
 186. 硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイスを用いた多層建物の応答
制御  
山越里子，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第68号　
構造系，2005年 6月，183-186 
 187. 組積造住宅向け基礎免震システムの振動応答　その 1　基礎免震システム試
験体の振動台加振実験  
船木尚己，藤田智巳，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部
研究報告集　第68号　構造系，2005年 6月，187-190 
 188. 硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイスを用いた多層建物の応答
制御  
山越里子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2005年 9月，333-334
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 189. 組積造住宅向け基礎免震システムの振動応答　その 1　基礎免震システム試
験体の振動台加振試験  
船木尚己，藤田智己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2005年 9月，809-810 
 190. 粒子径の異なる磁性粒子を混合したMRダンパーの履歴性状  
菅野秀人，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2005年 9月，879-880  
 191. エネルギー応答に基づいたセミアクティブ制御を行うMRダンパー設置建
物の地震応答性状  
井上陽子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概 B- 2分冊，
2005年 9月，885-886
 192. 鉄筋コンクリート造建物に硬化型復元力特性を有するエネルギー吸収デバイ
スを設置した場合の有効性  
佐藤朋成，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2005年 9月，995-996
 193. Damper Design of a Structure with a Displacement-Controlled Soft-Story   
Fatih SUTCU，Norio INOUE，Norio HORI，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2005年 9月，1029-1030 
 194. 転動柱を用いた基礎免震システムの振動応答特性  
藤田智己，船木尚己，堀則男，井上範夫，川股重也，第 4回日本地震工学会
大会－2005梗概集，2005年11月，380-381 
 195. 磁気粘性流体ダンパーを用いた免震建物のセミアクティブ地震応答制御  
佐上瑶子，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第69号 構
造系，2006年 6月，111-114 
 196. MRダンパーによる 1層フレーム試験体のセミアクティブ制御則に関する研
究  
菅野秀人，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支部研究報告集
第69号　構造系，2006年 6月，115-118 
 197. 転動柱を用いた基礎免震システムの振動応答特性  
藤田智己，船木尚己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部
研究報告集　第69号　構造系，2006年 6月，119-122 
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 198. セミアクティブ制御を行うMRダンパーを設置した制振構造物の振動実験  
富橋直哉，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集
第69号　構造系，2006年 6月，135-138 
 199. ソフトストーリーに硬化型復元力特性を与えて建物応答を制御する設計法の
実験的検討  
本間 誠，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第69号　
構造系，2006年 6月，139-142 
 200. 磁気粘性流体ダンパーを用いた免震建物のセミアクティブ制御手法の比較  
佐上瑶子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2006年 9月，635-636 
 201. MRダンパーを用いた鋼製 1層フレーム試験体のセミアクティブ振動制御　
その 1  実験概要及び加速度上昇を抑えるセミアクティブ制御  
富橋直哉，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2006年 9月，685-686 
 202. MRダンパーを用いた鋼製 1層フレーム試験体のセミアクティブ振動制御　
その 2  エネルギー応答に基づくセミアクティブ制御  
菅野秀人，富橋直哉，堀則男，井上範夫，小川淳二，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2006年 9月，687-688 
 203. 簡易なセミアクティブ制御を行うMRダンパー設置建物の地震応答性状  
井上陽子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2006年 9月，689-690
 204. 慣性質量要素を利用した粘性ダンパーによる構造骨組の応答制御　その7　
弾性バネ付きMVDダンパーによる最適応答制御  
斉藤賢二，杉村義文，栗田哲，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B-2分冊，2006年9月，727-728 
 205. 慣性質量要素を利用した粘性ダンパーによる構造骨組の応答制御　その 8　
弾性バネ付きMVDダンパーを適用した建物の応答特性  
杉村義文，斉藤賢二，栗田哲，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2006年 9月，729-730
 206. 制振デバイスを設置したソフトストーリーで鉄筋コンクリート造建物の損傷
を制御する設計法  
佐藤朋成，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2006年 9月，837-838 
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 207. 硬化型復元力特性を有する制振デバイスを用いた多層建物の応答制御手法の
実験的検討  
本間誠，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2006年 9月，839-840 
 208. セミアクティブ制御を行うMRダンパーを設置した多層試験体の振動実験 
中井川敦，富橋直哉，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部
研究報告集 第70号 構造系，2007年 6月，55-58 
 209. MRダンパーによる免震建物の応答制御効果の比較  
佐上瑶子，堀則男，栗田哲，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 
第70号構造系，2007年 6月，59-62 
 210. 鉄筋コンクリート造建物における応答変形の均一化を目指したMRダン
パーの制御  
富橋直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第70号 構
造系，2007年 6月，63-66 
 211. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性に関する基礎的
研究  
田部井直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第70号 
構造系，2007年 6月，67-70 
 212. ダンパー支持部材剛性がセミアクティブ制御に及ぼす影響に関する基礎的検
討  
菅野秀人，井上範夫，小川淳二，日本建築学会東北支部研究報告集 第70号 
構造系，2007年 6月，71-74 
 213. 転動柱を用いた基礎免震システムの振動応答性状  
藤田智己，船木尚己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会東北支部
研究報告集 第70号 構造系，2007年 6月，75-78 
 214. 多層建物の各層間に設置したMRダンパーによるセミアクティブ制振　  
その 1 ) MRダンパーの基本特性と 3層試験体の振動実験方法  
菅野秀人，中井川敦，富橋直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2007年 8月，689-690 
 215. 多層建物の各層間に設置したMRダンパーによるセミアクティブ制振　  
その 2 ) 3層試験体の振動実験結果  
中井川敦，富橋直哉，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2007年，691-692 
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 216. 多層建物の各層間に設置したMRダンパーによるセミアクティブ制振　  
その 3 ) 鉄筋コンクリート造建物への適用  
富橋直哉，中井川敦，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2007年 8月，693-694 
 217. エネルギー応答に基づいた鉄筋コンクリート建物におけるダンパーと変形制
御機構の制震設計  
本間誠，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2007年 8月，771-772
 218. 慣性接続要素を利用した線形粘性ダンパーと支持部材を直列結合した一層最
適設計システムの振動実験（その 1：実験概要）  
斉藤賢二，木田英範，中南滋樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2007年 8月，829-830 
 219. 慣性接続要素を利用した線形粘性ダンパーと支持部材を直列結合した一層最
適設計システムの振動実験（その 2：調和加振に対する応答性状）  
中南滋樹，木田英範，斉藤賢二，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2007年 8月，831-832 
 220. 慣性接続要素を利用した線形粘性ダンパーと支持部材を直列結合した一層最
適設計システムの振動実験（その 3：ランダム加振に対する応答性状）  
木田英範，中南滋樹，斉藤賢二，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2007年 8月，833-834 
 221. MRダンパーを用いた免震建物の応答制御効果の比較  
佐上瑶子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2007年 8月，1015-1016 
 222. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性に関する基礎的
研究　その 1 ) ダンパーの基本的特性と1質点系での応答性状  
田部井直哉，吉田崇秀，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2007年 8月，1017-1018 
 223. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性に関する基礎的
研究　その 2 ) 木造免震住宅への適用性  
吉田崇秀，田部井直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2007年 8月，1019-1020
 224. 転動柱を用いた基礎免震システムの振動応答特性  
藤田智己，船木尚己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2007年 8月，1033-1034 
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 225. 各種ダンパーを用いた免震建物の長周期地震動に対する応答性状比較  
中井川敦，堀則男，井上範夫，第26回 日本自然災害学会学術講演会講演概
要集，2007年 9月，137-138 
 226. リミッターによる変位制御を行う免震構造の振動実験  
堀則男，井上範夫，東北地域災害科学研究 第44巻，2008年 3月，69-74 
 227. 履歴ダンパーを設置したソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御する
RC建物の応答性状  
ヤンヒョンジク，本間誠，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報
告集 第71号 構造系，2008年 6月，207-210 
 228. セミアクティブ制御を行うダンパーの支持部材剛性が制振構造物の応答に与
える影響の実験的検討  
荒井達朗，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 
第71号 構造系，2008年 6月，211-214 
 229. 増幅機構付き減衰装置の基本特性と地震応答性状  
油川健樹，木田英範，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 
第71号 構造系，2008年 6月，219-222 
 230. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性　その 1　
ダンパー基本特性および振動実験  
相馬直樹，吉田崇秀，田部井直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支
部研究報告集 第71号 構造系，2008年 6月，227-230 
 231. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性　その2　木造
免震住宅への適用性  
吉田崇秀，田部井直哉，相馬直樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支
部研究報告集 第71号 構造系，2008年 6月，231-234 
 232. 免震用磁気粘性流体ダンパーの特性把握実験  
藤田康広，中井川敦，佐上瑶子，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部
研究報告集 第71号 構造系，2008年 6月，235-238 
 233. 各種ダンパーを設置した免震建物の応答性状に与える地震波のスペクトル特
性の影響  
中井川敦，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2008年 9月，353-354 
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 234. 転動柱基礎免震システムの振動応答特性　その 1　質量偏心が免震層の応答
に与える影響  
船木尚己，藤田智己，堀則男，井上範夫，川股重也，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，363-364 
 235. 免震用磁気粘性流体ダンパーの特性把握実験  
藤田康広，中井川敦，佐上瑶子，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術
講演梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，409-410
 236. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性　その 1　
ダンパー基本特性および単体加振実験  
相馬直樹，吉田崇秀，田部井直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，411-412 
 237. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性　その2　免震
試験体の振動実験  
田部井直哉，吉田崇秀，相馬直樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，413-414 
 238. 性能可変オイルダンパーの開発および免震構造物への適用性　その3　木造
免震住宅への適用  
吉田崇秀，田部井直哉，相馬直樹，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，415-416 
 239. セミアクティブ制御を行うダンパーの支持部材剛性が制振構造物の応答に与
える影響の検討　その 1　一層試験体の加振実験  
荒井達朗，菅野秀人，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2008年 9月，485-486 
 240. セミアクティブ制御を行うダンパーの支持部材剛性が制振構造物の応答に与
える影響の検討　その 2　等価線形化法による最大応答予測の検討  
菅野秀人，荒井達朗，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2008年 9月，487-488 
 241. ソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御する RC建物の応答性状　  
その 1　ソフトストーリーを活用したシステムの提案  
本間誠，ヤン ヒョンジク，堀 則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演
梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，607-608 
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 242. ソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御する RC建物の応答性状　  
その 2　ソフトストーリー構造の有効性の検討  
ヤン ヒョンジク，本間誠，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演
梗概集 B- 2分冊，2008年 9月，609-610 
 243. 慣性接続要素を利用した多段調整バネ付き粘性マスダンパーシステムによる
構造物の応答制御　その 1　多段調整型の最適応答制御解  
木田英範，中南滋樹，井上範夫，斉藤賢二，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2008年 9月，627-628 
 244. 慣性接続要素を利用した多段調整バネ付き粘性マスダンパーシステムによる
構造物の応答制御　その 2　多段調整型の応答性状  
中南滋樹，木田英範，井上範夫，斉藤賢二，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2008年 9月，629-630 
 245. 増幅機構付き減衰装置の基本特性と地震応答シミュレーション解析  
油川健樹，木田英範，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2008年 9月，639-640 
 246. 女川原子力発電所原子炉建屋の鉛直方向の振動特性について（その 1）  
熊谷高博，尾形芳博，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2008年 9月，1037-1038 
 247. 女川原子力発電所原子炉建屋の鉛直方向の振動特性について（その2）  
澤邉浩，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2008年 9月，1039-1040 
 248. 女川原子力発電所原子炉建屋の鉛直方向の振動特性について（その 3）  
尾形芳博，井上範夫，澤邉浩，菅原長，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2008年9月，1041-1042 
 249. ソフトストーリーを活用して地震時損傷を制御する鉄筋コンクリート建物の
ねじれ振動性状  
堀則男，井上範夫，第27回日本自然災害学会学術講演会講演概要集，2008年
9月，39-40 
 250. 同調粘性マスダンパーの調和振動応答低減効果に関する比較検討  
油川健樹，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，第 6回日本地震工学会大会－
2008梗概集，2008年11月，116-117
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 251. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その1　地震応
答低減効果と弾塑性構造物への適用性  
荒井達朗，墨山智大，油川健樹，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会東北支部研究報告集 第72号 構造系，2009年 6月，137-140
 252. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その2　一層制
振試験体の応答性状  
墨山智大，荒井達朗，油川健樹，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会東北支部研究報告集 第72号 構造系，2009年 6月，141-144
 253. 性能可変オイルダンパーを用いた木造戸建免震住宅の地震応答制御  
根本真孝，田部井直哉，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告 
第72号　構造系，2009年 6月，145-148
 254. 弾塑性型摩擦ダンパーを用いた免震試験体の地震応答制御  
趙自由，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集　第72号　構
造系，2009年 6月，149-152
 255. ダンパーの作動原理の差異と免震装置のばらつきが免震建物の応答性状に与
える影響に関する検討  
五十子幸樹，中井川敦，堀則男，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告
集　第72号 構造系，2009年 6月，153-156
 256. 2008年岩手県沿岸北部の地震による東通原子力発電所のシミュレーション
解析  
相澤直之，広谷浄，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会東北支部研
究報告集第72号 構造系，2009年 6月，185-188
 257. 2005年宮城県沖の地震による女川 2 , 3号機原子炉建屋の鉛直方向の振動特
性  
熊谷周治，広谷浄，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会東北支部研
究報告集第72号 構造系，2009年 6月，189-192
 258. 同調粘性マスダンパーを用いた 2自由度系制振システムの最適制御設計  
杉村義文，土肥博，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 1分冊，2009年 8月，337-338
 259. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その1　調和地
動に対する応答性状  
五十子幸樹，墨山智大，荒井達朗，油川健樹，堀則男，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，395-396
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 260. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その 2　一層制
振試験体の応答性状  
墨山智大，荒井達朗，油川健樹，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，397-398
 261. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その3　鉄筋
コンクリート造構造物への適用性  
荒井達朗，墨山智大，油川健樹，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，399-400
 262. 同調粘性マスダンパーを用いた制振システムに関する研究　その4　鉄骨造
構造物への適用性  
油川健樹，墨山智大，荒井達朗，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，401-402.
 263. 2重同調粘性マスダンパーによる一層応答制御システムの振動実験　その
1 　実験概要と調和加振に対する検証  
中南滋樹，木田英範，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，417-418
 264. 2重同調粘性マスダンパーによる一層応答制御システムの振動実験　その
2 　調和加振と地震波入力に対する検証  
木田英範，中南滋樹，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，419-420
 265. 伝達関数に基づく履歴型ダンパー付き等価線形架構の制震設計に関する検討 
白井和貴，蔭山満，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2009年 8月，497-498
 266. すべり支承免震構造物の過大応答変形抑制に関する実験的研究　その 1性能
可変オイルダンパーを設置した場合  
根本真孝，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，中田信治，花井勉，日本建築学
会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，881-882
 267. すべり支承免震構造物の過大応答変形抑制に関する実験的研究　その 2  連
結機構摩擦ダンパーを設置した場合  
マテオ アライアルベル，趙自由，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，中田信治，
日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，883-884
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 268. 連結機構摩擦ダンパーによる免震試験体の地震時過大変形抑制　その 1　
ダンパー機構及び振動実験概要  
堀則男，趙自由，マテオ アライアルベル，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，885-886
 269. 連結機構摩擦ダンパーによる免震試験体の地震時過大変形抑制　その 2　実
験結果の検討  
趙自由，マテオ アライアルベル，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，887-888
 270. 性能可変オイルダンパーを用いた木造戸建免震住宅の地震応答制御  
田部井直哉，根本真孝，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2009年 8月，889-890
 271. 地震動の SA-SD曲線を用いた免震建物の地震応答評価  
中井川敦，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2009年 8月，909-910
 272. 2005年宮城県沖の地震による女川2,3号機原子炉建屋の鉛直方向の振動特性
（その 1）  
澤邉浩，広谷浄，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会大会学術講演
梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，1023-1024
 273. 2005年宮城県沖の地震による女川2,3号機原子炉建屋の鉛直方向の振動特性
（その 2）  
熊谷周治，広谷浄，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会大会学術講
演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，1025-1026
 274. 2008年岩手県沿岸北部の地震による東通原子力発電所のシミュレーション
解析  
相澤直之，広谷浄，尾形芳博，井上範夫，菅原長，日本建築学会大会学術講
演梗概集 B- 2分冊，2009年 8月，1027-1028
 275. 連結機構摩擦ダンパーによる免震試験体の地震時過大変形抑制実験  
趙自由，堀則男，井上範夫，第28回日本自然災害学会学術講演会講演概要集，
2009年 9月， 1 - 2
 276. 鋼線を用いた層間変位計測システムに関する研究  
菅原裕太，尾形芳博，伊澤忠明，黒澤到，藤田豊，井上範夫，日本建築学会
東北支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，65-68
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 277. 同調粘性マスダンパー制振システムを組み込んだ構造物に関する研究　その
1　リリーフ機構の有効性に関する検討  
墨山智大，荒井達朗，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北
支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，111-114
 278. 同調粘性マスダンパー制振システムを組み込んだ構造物に関する研究　その
2　多層構造物に対する同調粘性マスダンパーの適用性  
荒井達朗，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北
支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，115-118
 279. 二重同調型同調粘性マスダンパーを組み込んだ1質点系制振試験体の応答性
状  
長瀬拓也，墨山智大，荒井達朗，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，119-122
 280. 実大同調粘性マスダンパーを用いた加振実験および解析的検討  
藤田政也，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報
告集 第73号 構造系，2010年 6月，123-126
 281. 同調粘性マスダンパーを用いた多質点系構造物の地震時応答制御設計  
五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第73号 構造系，
2010年 6月，127-130
 282. ユニフロー式性能可変オイルダンパーを用いた免震構造物の変位制御設計  
渡辺真司，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北
支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，131-134
 283. 変位依存型ダンパーを適用した免震建物の応答性状に関する検討  
津裕也，藤田康広，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支
部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，135-138
 284. 変位依存型ダンパーを用いた免震構造物の地震時応答変位制御設計  
五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第73号 構造系，
2010年 6月，139-142
 285. 連結機構摩擦ダンパーを用いたすべり支承免震構造の過大変形抑制と応答性
状把握  
幸山寛和，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報
告集 第73号 構造系，2010年 6月，143-146
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 286. ARXモデルによる地震時の建屋剛性の経時的変化に関する検討  
尾形芳博，広谷浄，相澤直之，井上範夫，野澤貴，日本建築学会東北支部研
究報告集第73号 構造系，2010年 6月，159-162
 287. 最適設計手法を用いた性能可変オイルダンパー付き免震住宅の設計  
根本真孝，渡辺真司，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北
支部研究報告集 第73号 構造系，2010年 6月，175-178
 288. 同調粘性マスダンパーを有する一自由度建物振動系の地震時における最適応
答制御設計  
杉村義文，五十子幸樹，斉藤賢二，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概 B-1分冊，2010年 9月，365-366
 289. 地震に対する「建築物の変位制御設計」に有効な制御システム  
井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，343-
344
 290. 複素剛性ダンパーモデルによる免震建物の変位制御に関する検討  
佐上瑶子，堀則男，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2010年 9月，345-346
 291. 変位依存型ダンパーを適用した免震建物の応答性状に関する検討　その 1　
10層建物を対象とした解析的検討  
藤田康広，津裕也，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，349-350
 292. 変位依存型ダンパーを適用した免震建物の応答性状に関する検討　その 2　
提案制御の実現性に関する実験的検討  
津裕也，藤田康広，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，351-352
 293. 最適設計手法を用いた性能可変オイルダンパー付き免震住宅の設計　その 1
性能可変オイルダンパー概要および解析条件  
根本真孝，渡辺真司，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，355-356
 294. 最適設計手法を用いた性能可変オイルダンパー付き免震住宅の設計　その 2
解析結果  
渡辺真司，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，357-358
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 295. 連結機構摩擦ダンパーを用いた 3層フレーム免震試験体の地震時過大変形抑
制実験　その 1　実験概要及び 1質点系と 4質点系の比較  
堀則男，趙自由，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B-2分冊，
2010年 9月，363-364
 296. 連結機構摩擦ダンパーを用いた 3層フレーム免震試験体の地震時過大変形抑
制実験　その 2　連結時の応答性状  
趙自由，堀則男，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，
2010年 9月，365-366
 297. 同調粘性マスダンパーの実大加振実験とその解析的検証　その 1加振実験概
要と解析モデル  
木田英範，藤田政也，中南滋樹，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，439-440
 298. 同調粘性マスダンパーの実大加振実験とその解析的検証　その 2正弦波や地
震応答波加振実験による検証  
藤田政也，木田英範，中南滋樹，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，441-442
 299. 2重同調粘性マスダンパーを組み込んだ制振試験体の応答性状　その 1：
装置概要および解析的検討  
長瀬拓也，中南滋樹，木田英範，田中久也，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，443-444
 300. 2重同調粘性マスダンパーを組み込んだ制振試験体の応答性状　その 2単
一同調型と 2重同調型システムの検証実験  
中南滋樹，木田英範，田中久也，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，445-446
 301. 2重同調粘性マスダンパーを組み込んだ制振試験体の応答性状　その 3  各
ダンパーシステムによる検証実験  
田中久也，中南滋樹，木田英範，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，447-448
 302. 同調粘性マスダンパー制振システムを組み込んだ構造物に関する研究　その
1　リリーフ機構の有効性に関する検討  
墨山智大，荒井達朗，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，449-450
52
 303. 同調粘性マスダンパー制振システムを組み込んだ構造物に関する研究　その
2　多層構造物に対する同調粘性マスダンパーの適用性  
荒井達朗，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，451-452
 304. 履歴型ダンパー付き等価線形架構の伝達関数に基づく周波数地震応答解析  
白井和貴，蔭山満，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗概
集 B- 2分冊，2010年 9月，595-596
 305. ARXモデルによる地震時の建屋剛性の経時的変化に関する検討  
尾形芳博，熊谷周治，井上範夫，野澤貴，日本建築学会大会学術講演梗概集 
B- 2分冊，2010年 9月，1093-10944
 306. 鋼線を用いた層間変位計測システムの提案　その 3：実構造物による検討  
菅原裕太，尾形芳博，伊澤忠明，黒澤到，藤田豊，井上範夫，日本建築学会
大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2010年 9月，1183-1184
 307. 速度依存型と変位依存型のダンパーを用いた免震建物の地震応答性状  
堀 則男，佐上瑶子，五十子幸樹，井上範夫，第29回日本自然災害学会学術
講演会講演概要集，2010年 9月，143-144
 308. 同調粘性マスダンパーを用いた既存鉄筋コンクリート造建物の耐震補強設計
例  
杉村義文，後藤航，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，第 9回日中建築構造
技術交流会論文集，2010年 9月，1071-1080
 309. ARXモデルによる中小地震時の建屋初期剛性の経年的変化に関する検討  
尾形芳博，広谷浄，相澤直之，井上範夫，野澤貴，日本建築学会東北支部研
究報告集第74号 構造系，2011年 6月，15-18
 310. 鋼線を用いた層間変位計測システムに関する研究　その 2：質点系モデル解
析による検討  
菅原裕太，尾形芳博，大竹宏，黒澤到，藤田豊，井上範夫，日本建築学会東
北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，19-22
 311. 連結機構摩擦ダンパーを用いたすべり支承免震構造物の変位抑制に関する検
討  
福見祐司，全昌龍，幸山寛和，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，65-68
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 312. 連結機構摩擦ダンパーを用いた免震構造物の巨大地震時過大変位制御設計  
全昌龍，幸山寛和，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支
部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，69-68
 313. ユニフロー式性能可変オイルダンパーの開発とその応答性状に関する実験的
検討  
三木広志，渡辺真司，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，73-76
 314. 地震入力レベルを考慮した性能可変オイルダンパー付免震構造の設計法  
渡辺真司，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北
支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，77-80
 315. 擬似複素減衰制御則に基づくMRダンパーを用いた免震構造物の地震時応
答変位制御  
柏倉優太，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報
告集 第74号 構造系，2011年 6月，81-84
 316. 弾性摩擦ダンパーを用いたソフトストーリー建物の地震応答制御  
伊藤達也，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報
告集 第74号 構造系，2011年 6月，85-88
 317. 変位依存型ダンパーを用いた免震構造物の地震入力エネルギー  
五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，
2011年 6月，89-92
 318. 速度依存型と変位依存型のダンパーを用いた免震構造の地震応答性状  
堀則男，佐上瑶子，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会東北支
部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，93-96
 319. 同調粘性マスダンパーにおける軸力制限機構の有効性　その 1　解析的検討 
長瀬拓也，由川太一，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，97-100
 320. 同調粘性マスダンパーにおける軸力制限機構の有効性　その 2　実験的検討 
由川太一，長瀬拓也，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，101-104
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 321. 多層構造物の地震時応答低減を目的とした同調粘性マスダンパーによる
モーダル制御　その 1　同調粘性マスダンパーを設置した 3層試験体加振
実験に向けた予備解析  
渡邊一矩，藤田政也，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，105-108
 322. 多層構造物の地震時応答低減を目的とした同調粘性マスダンパーによる
モーダル制御　その 2　同調粘性マスダンパーの最適配置  
藤田政也，渡邊一矩，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会東北支部研究報告集 第74号 構造系，2011年 6月，109-112
 323. 同調粘性マスダンパーを有する多層建築構造物の地震時における最適応答制
御設計　複数のモード応答を制御対象とした設計  
杉村義文，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概集 B- 1分冊，2011年 8月，285-286
 324. 連結機構摩擦ダンパーを用いたすべり支承免震構造物の変位抑制に関する検
討　その 1  連結機構摩擦ダンパー概要および地震波加振実験  
福見祐司，全昌龍，幸山寛和，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，447-448
 325. 連結機構摩擦ダンパーを用いたすべり支承免震構造物の変位抑制に関する検
討　その 2  巨大地震時の応答性状に関する解析的検討  
全昌龍，福見祐司，幸山寛和，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，449-450
 326. 擬似複素減衰制御則に基づくMR ダンパーを用いた免震構造物の地震時応
答変位制御　その 1擬似複素減衰制御則の概要  
柏倉優太，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概集 B- 2分冊，2011年 8月，451-452
 327. 擬似複素減衰制御則に基づく MR ダンパーを用いた免震構造物の地震時応
答変位制御　その 2  振動台実験結果と擬似複素減衰制御の改善  
池永昌容，柏倉優太，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概集 B- 2分冊，2011年 8月，453-454
 328. 連結機構摩擦ダンパーを用いた免震構造物の巨大地震時過大変位制御設計  
幸山寛和，池永昌容，全昌龍，五十子幸樹，福見祐司，井上範夫，日本建築
学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，455-456
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 329. ユニフロー式性能可変オイルダンパーの開発とその応答性状に関する実験的
検討　その 1ユニフロー式性能可変オイルダンパーの概要と特性  
渡辺真司，三木広志，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，457-458
 330. ユニフロー式性能可変オイルダンパーの開発とその応答性状に関する実験的
検討　その 2単体加振実験および地震波加振実験の概要と結果  
三木広志，渡辺真司，根本真孝，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，459-460
 331. 地震入力レベルを考慮した性能可変オイルダンパー付免震構造の設計法  
根本真孝，渡辺真司，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，461-462
 332. 軸力制限機構付き粘性マスダンパーの免震構造物への適用性に関する研究　
その 1　システムの伝達特性  
中南滋樹，木田英範，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概集 B- 2分冊，2011年 8月，463-464
 333. 軸力制限機構付き粘性マスダンパーの免震構造物への適用性に関する研究　
その 2　地震時応答特性  
齊木健司，中南滋樹，木田英範，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，465-466
 334. 変位依存型と速度依存型のダンパーを用いた免震構造の地震応答性状比較　
その 1  　時刻歴応答解析による応答性状の検討  
堀則男，佐上瑶子，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，567-568
 335. 変位依存型と速度依存型のダンパーを用いた免震構造の地震応答性状比較　
その 2　ダンパー力割増率の検討及び複素減衰モデルへの置換  
佐上瑶子，堀則男，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，569-570
 336. 変位依存型と速度依存型のダンパーを用いた免震構造物の地震応答性状比較
その 3　変位依存型ダンパーの減衰力低減理由に関する検討  
津裕也，五十子幸樹，佐上瑶子，堀則男，池永昌容，井上範夫，日本建築学
会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，571-572
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 337. 変位依存型と速度依存型のダンパーを用いた免震構造の地震応答性状比較　
その 4　地震時総入力エネルギーの比較  
五十子幸樹，津裕也，佐上瑶子，池永昌容，堀則男，井上範夫，日本建築学
会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，573-574
 338. 同調粘性マスダンパーにおける軸力制限機構の有効性　その 1  軸力制限機
構の基本的特性  
墨山智大，由川太一，長瀬拓也，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，693-694
 339. 同調粘性マスダンパーにおける軸力制限機構の有効性　その 2多質点系への
適用性  
長瀬拓也，由川太一，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，695-696
 340. 同調粘性マスダンパーにおける軸力制限機構の有効性　その 3実験的検討  
由川太一，長瀬拓也，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，697-698
 341. 多層構造物における同調粘性マスダンパーの高さ方向配置　その 1同調粘性
マスダンパーを組み込んだ多層構造物のモード特性  
渡邊一矩，藤田政也，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，699-700
 342. 多層構造物における同調粘性マスダンパーの高さ方向配置　その 2　同調粘
性マスダンパーの最適配置  
藤田政也，渡邊一矩，墨山智大，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，701-702
 343. 軸力制限機構付き同調粘性マスダンパーの実大加振実験とその解析的検証　
その 1　加振実験概要と解析モデル  
渡邉義仁，木田英範，中南滋樹，田中久也，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，703-704
 344. 軸力制限機構付き同調粘性マスダンパーの実大加振実験とその解析的検証　
その 2　正弦波や地震応答波加振実験による検証  
田中久也，木田英範，渡邉義仁，中南滋樹，五十子幸樹，井上範夫，日本建
築学会大会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，705-706
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 345. 軸力制限機構付き同調粘性マスダンパーの RCピロティ建物への適用性に関
する研究  
木田英範，中南滋樹，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会
学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，707-708
 346. 超高層建物における軸力制限機構付き同調粘性マスダンパーの長周期地震動
に対する適用性に関する研究  
井上範夫，木田英範，五十子幸樹，日本建築学会大会学術講演梗概集 B- 2
分冊，2011年 8月，709-710
 347. 同調粘性マスダンパーの多層鉄筋コンクリート造建物への適用性に関する研
究  
後藤航，杉村義文，斉藤賢二，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学
術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，711-712
 348. 弾性摩擦ダンパーを用いたソフトストーリー建物の地震応答制御  
伊藤達也，池永昌容，五十子幸樹，井上範夫，日本建築学会大会学術講演梗
概集 B- 2分冊，2011年 8月，795-796
 349. ARXモデルによる中小地震時の建屋初期剛性の経年的変化に関する検討  
尾形芳博，広谷浄，相澤直之，井上範夫，野澤貴，日本建築学会大会学術講
演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，983-984
 350. 鋼線を用いた層間変位計測システムの提案　その 4：質点系モデル解析によ
る検討  
菅原裕太，尾形芳博，大竹宏，黒澤到，藤田豊，井上範夫，日本建築学会大
会学術講演梗概集 B- 2分冊，2011年 8月，989-990
Ⅳ　調査報告書
 1. 損傷を考慮した鉄筋コンクリート建物の耐震設計に関する研究報告書  
科学研究費（一般研究 C，平成 6～ 7年度，代表井上範夫），1996年
 2. 鉄筋コンクリート部材の曲げ降伏後のせん断破壊防止方法の開発報告書  
科学研究費（一般研究 B，平成 6～ 8年度，代表　野口博，分担），1997年
 3. 強震動が鉄筋コンクリート建物に及ぼす動的破壊特性の振動台実験に基づく
評価研究報告書  
科学研究費（一般研究 B，平成 7～ 9年度，代表　柴田明徳，分担），1998
年
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 4. 地震動が建物の破壊に及ぼす特性に関する研究報告書  
科学研究費（重点領域研究，平成 8年度，代表井上範夫），1997年
 5. 大次元 RC複合フレーム構造の統合的解析環境の構築報告書  
科学研究費（試験研究 B，平成 7～ 8年度，代表柴田明徳，分担），1998年
 6. 振動台実験による都市直下型地震の破壊特性の評価に関する研究報告書  
科学研究費（重点領域，平成 9年度，代表井上範夫），1998年
 7. 過大地震動を受ける建築構造物の崩壊挙動の解明と終局耐震性能評価法報告
書  
科学研究費（基盤研究 (B)展開研究，平成 9年度～11年度，代表和田章，分
担），2000年
 8. 擬似動的実験と FEM解析による RC耐震壁骨組みの直下地震に対する弾塑
性応答の研究報告書  
科学研究費（重点領域 (A)，平成10年度，代表井上範夫），1999年
 9. 擬似動的実験による鉄筋コンクリート柱の直下型地震に対する弾塑性応答の
研究報告書  
科学研究費（特定研究 (A)，平成11年度，代表井上範夫），2000年
 10. 地震動の破壊特性評価と鉄筋コンクリート造建物の応答変形推定に関する実
験・解析研究報告書  
科学研究費（基盤研究 (B)，平成11～13年度，代表井上範夫），2002年
 11. エネルギー吸収装置を持つ鉄筋コンクリート建物の応答変形推定と必要設置
量算定法報告書  
科学研究費（基盤研究 (B)，平成14～16年度，代表井上範夫），2005年
 12. 硬化型復元力特性を持つデバイスを設置して建物の応答を制御する設計法の
開発報告書  
科学研究費（基盤研究 (B)，平成17～19年度，代表井上範夫），2008年
 13. 性能可変オイルダンパーにより長周期巨大地震時の免震建物過大変位を抑制
する技術開発報告書  
科学研究費（基盤研究 (B)，平成20～22年度，代表井上範夫），2011年
 14. 地震動入力レベルに対応したクライテリアを満たす免震建物の変位制御設計
の開発  
科学研究費（基盤研究 (B)，平成23～26年度，代表井上範夫）
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 15. アジア・太平洋地域に適した地震・津波災害軽減技術の開発とその体系化に
関する研究フェースⅠ報告書  
受託研究（科学技術庁科学技術振興調整費多国間型国際共同研究，平成10～
13年度，分担），2002年
 16. アジア・太平洋地域に適した地震・津波災害軽減技術の開発とその体系化に
関する研究フェース II報告書  
受託研究（科学技術庁科学技術振興調整費多国間型国際共同研究，平成14～
15年度），2004年
 17. 構造目地を設けた鉄筋コンクリート造二次壁に関する研究資料  
鉄筋コンクリート構造運営委員会耐震壁小委員会二次壁ワーキンググルー
プ，1988年 3月
 18. コンクリート構造物の設計に FEM解析を適用するためのガイドライン  
鉄筋コンクリート構造の有限要素解析と設計法研究委員会，コンクリート工
学協会，1989年 3月
 19. 1994年ノースリッジ地震災害調査報告書  
日本建築学会，1996年 3月
 20. 金華山灯台構造性能調査報告  
日本航路標識協会，1996年 3月
 21. 1994年北海道東方沖地震災害調査報告，1994年三陸はるか沖地震災害調査報
告  
日本建築学会，1996年 9月
 22. 阪神・淡路大震災と今後の RC構造設計  
－特徴的被害の原因と設計への提案－  
日本建築学会，1998年10月
 23. 構造物系の非線形・不確定モデリング  
日本建築学会，1998年12月
 24. 1999年台湾地震調査報告  
日本建築学会東北支部構造部会 日本建築構造技術者協会東北支部，2000年
5月
 25. 1999年台湾・集集地震 第Ⅰ編 災害調査報告，第Ⅱ編 鉄筋コンクリート造学
校校舎の応急復旧技術資料  
日本建築学会，2000年11月
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 26. 2003年 5月26日宮城県沖の地震災害調査速報  
日本建築学会東北支部 日本建築学会東北支部災害調査連絡会，2003年 7月
 27. 2003年 7月26日宮城県北部の地震災害調査報告  
日本建築学会災害委員会 日本建築学会災害調査WG，2003年 8月
 28. 2003年 5月26日宮城県沖の地震災害調査報告，  
2003年 7月26日宮城県北部の地震災害調査報告  
日本建築学会，2004年 3月
 29. 性能規定型耐震設計法の現状と課題 平成15年度報告書  
性能規定型設計法に関する研究委員会，日本地震工学会，2004年 3月
 30. 高強度コンクリート構造物の構造性能研究委員会報告書・論文集  
日本コンクリート工学協会，2006年 7月
 31. ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会報
告書  
日本コンクリート工学協会，2009年 9月，59-73
 32. 平成21年度建築基準整備促進補助金事業「12免震建築物の基準の整備に資
する検討」報告書  
同上委員会，2010年 3月
 33. 平成22年度建築基準整備促進事業「12 免震建築物の基準の整備に資する検
討」報告書  
同上委員会，2011年 3月
Ⅴ　その他
 1. 鉄筋コンクリートの有限要素解析に関する講演会および日米セミナーの報告 
岡村 甫，前川宏一，井上範夫，鉄筋コンクリート構造の有限要素解析委員会，
コンクリート工学 Vol.24 No. 2，1986年 2月，50-55
 2. 激動の時代  
井上範夫，東北大学工学部建築学科 杜春会ミニ通信 第43号，2002年 7月，1
 3. 免震建物の更なる普及を願う  
井上範夫，MENSHIN NO.47，2005年 2月， 1 - 2
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 4. 07年に仙台大会  
井上範夫，コンクリート工業新聞，2005年 7月21日
 5. 支部長挨拶  
井上範夫，コンクリート工学協会東北支部 HP，2007年 6月
 6. コンクリートの研究は幅が広い  
井上範夫，コンクリート工学 Vol.46 No.10，2008年10月， 1
 7. 日本建築学会大会（東北）実行委員長挨拶  
井上範夫，日本建築学会 HP，2009年 7月
 8. 日本学術会議主催公開講演会「新潟県中越沖地震と柏崎刈羽原子力発電所の
建物・構築物」  
井上範夫他，2009年 7月28日
 9. 「市民参加型」全国大会で社会に貢献  
井上範夫，建設工業，2009年 7月 5日
 10. 市民に開かれた全国大会に  
井上範夫，建設産業，2009年 7月 5日
 11. 市民に開かれた全国大会に  
井上範夫，建設通信，2009年 7月 5日
 12. 「都市のリアリティ」がテーマ  
井上範夫，建設産業新聞，2009年 8月 7日
 13. INVITATION  
Norio Inoue, JSSI 15th Anniversary, International Symposium on Seismic 
Response Controlled Buildings for Sustainable Society, Japan Society of Seismic 
Isolation, (2009.9)
 14. 2009年日本建築学会東北大会  
井上範夫，東北大学工学部建築学科 杜春会ミニ通信 第58号，  
2009年12月，10
 15. 東北支部活動報告  
井上範夫，建築雑誌，2010年 9月，76
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 16. 志賀敏男先生を偲ぶ会の開催報告  
井上範夫，東北大学工学部建築学科 杜春会ミニ通信 第60号，2010年12月，
11
 17. 東北地方太平洋沖地震における体験記  
井上範夫，MENSHIN NO.73，2011年 8月，19-22
 18. 基調講演「東日本大震災の被災経験および今後の研究と展望」  
井上範夫，KKE Vision 2011，構造計画研究所，2011年10月12日
 19. 免震・超高層に変位制御設計　超高層制振に「同調粘性マスダンパー」  
井上範夫，鋼構造ジャーナル，2011年11月14日，25
 20. 巨大地震に対する備え～高知能ダンパーが建物の揺れをコントロール！～  
井上範夫，Science Cafe，東北大学，2011年12月16日
 21. 高知能ダンパー活用を，井上範夫，東北大学サイエンスカフェから，  
河北新報，2011年12月28日
